







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































難波を出港し、宮廷を げて西へと向かった折 歌 ならば、
この理解は一層深まるであろう。
(11)村田右宮実「「万葉集」巻五の前半部の性質について 沼菜
集研究第三十四集」塙害房・ニ01―二年）
(12)消水克彦「赤人における叙景形式の変遷ー仮称「原赤人集
j
の
構造からー」（『腐葉論集第二
j
桜楓社・一九八0
年、
初出一九
七七年）には、
赤人の束国関係歌の制作年次について、
その表
現形式のありようから神亀元年（七二四）以前の作と推定されるとし、
岡部政裕「高株虫麻呂と田辺福麻呂」（「双葉集大成
- 14 -
（にしこおり
ひろふみ
国立麻専機構阿南工業高等専門学校教授）
10」平凡社・一九五四年）には巻＿―-の配列状況から和銅のはじめ頃（七0八年頃）の作と見る。一
方、
虫麻呂真間娘子歌の作
歌年次は、
藤原字合との関連で養老三年（七一九）以降天平四
年（七三二）までの間と見られる。
坂本信幸「伝説歌の女性」
（「女人の万葉集
高岡市万葉歴史館論集10j笠間由院・ニ〇
0七年）には、
反歌の表現を比較考察して、
虫麻呂
の真間娘子
伝説歌は赤人歌を踏まえて作歌されたものであるとする。
(13)珠名娘子を伝
説的な女性とは見ない説もあるが、「古典全集j‘
藤井貞和「伝承関係歌とは何か」（「物語文学成立史j東京大学出版会・一九八七年）、『釈注』などに説くように、「たはれてありける
J
「出でてぞ逢ひける」とあることから見て、
やはり
珠名娘子は虫麻呂から見て過去の人物であったと捉えるのが穏当と考えられる。
(14)たとえば『落窪物語jに「死にたまひて後も、
ただ大臣のいか
めしうしたまひける。衛門は宮の内侍になり
にけり。
のちのち
のことは次々」「典侍は二百ま
で生けるとかや」などとあり、
省節することが手法の一っとなっていることが知られる。
(15)藤井貞和「伝承関係歌とは何か」（前掲）には、
珠名娘子の歌
について、
伝説地に立派な門が残っており、「鑑」も門ととも
に現存して作者の眼前に阻かれているのではな かとの推潤を示
す
。
（平成二十七年一月i十二月）
研究室受贈図書雑誌目録ー
〈単行本〉
コーバスを活用した国語科学学習指導法の構築（安田女子大学実践教育研究所）二0一五
〈雑誌〉
愛知教育大学大学院
国語研究（愛知教育大学大
学院国語教育専
攻）l-三愛知県立大学大阪国際児蛮文学振興財団
説林（愛知県立大学国文学会）六三
愛知淑徳大学国語国文（愛知淑徳大学国文学会）三八愛知大學
國文學（愛知大埃國文學會）五四
青山語
文（青山学院
大学日本文学会）四五
跡見学園女子 学文学部紀要（跡見学園女子大学）五〇宇大国
語綸究（宇都宮大 国
語教育学会）ニ
湖の本（秦
恒平）ーニ
三‘
ーニ四‘
ーニ五‘
ーニ六‘
ーニ七
愛媛国文研究（愛媛国
語
国文学会•愛媛県高等学校教育研究会国
語部会）六四、
六
愛媛国文と教育（愛媛
大学教育学
部国語国文学会）四七
研究
紀要（大阪 際児童文学振興財
団）二八
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